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りの盟友、南アフリカ共産党のジョー・スロヴォ議長も 1995 年に亡くなっている。2003 年には
和解の政治家、ネルソン・マンデラ 













































マンデラ政権の経済政策といえば、1994 年選挙における ANC の公約だった「復興開発計画」
（Reconstruction and Development Programme: RDP）が挙げられる。これは 100万戸の住宅建設や 25
万戸の電化等を軸とした大規模な公共事業計画であり、教育拡充や保健衛生サービスの充実とあ
わせ、これまで公共サービスを受けられずにきた黒人大衆を救済するというものだ。しかしポス
ト・アパルトヘイト社会の構築は、RDPのための財源をどのように生み出すか、活力に満ちた経
済をどうやって実現するかにかかっていた。また ANC政権最大の課題は、4割が失業状態にある
黒人層のための雇用創造だった。 
どうやって経済成長率を引き上げるか。自由主義者マンデラはその答えを市場経済に求めた。
それが、現在の南アフリカ経済と南アフリカ企業の基盤をつくりあげたのである。 
 
 
４．ポスト・マンデラ 
 
彼は高齢を理由に 1 期で大統領職を降り、長期政権が常態だったアフリカ政治に一石を投じて
政界から去った。アフリカ連合での最後の演説では、ジンバブエのムガベ大統領に「ともに後進
に道を譲ろう」と語りかけている。ムガベはマンデラと南アフリカに激しいライバル心をもって
いたようだが、その後独裁色を強め、自国を破綻へと追いやった。 
マンデラの死去が南アフリカに、なにか政治的混乱をもたらすようなことはないだろう。そも
そもマンデラは、若い世代による指導体制を早期に用意するため引退したのであり、南アフリカ
政治はその後 15年、すでにポスト・マンデラの道を歩んできた。だがしかし、現在の南アフリカ
政治は“理念なき政局政治”とも言うべき様相を呈し、要職をズマ派が占めるようになっていわ
ば“部族政治”化し、汚職とスキャンダルにまみれている。経済においても、他のアフリカ諸国
に先駆けて成長率が減速しだしている。2012年にはプラチナ鉱山での労使対決が惨劇化し、民主
化後最大の死者を出したことは、労働組合組織を支柱のひとつとしてきた ANCの統治能力に対す
る、かなり深刻な疑義を国際社会に刻印してしまった。 
歴史は、ときとしてひとつの人格に象徴されるものだ。マンデラはまさにそういう人だった。
21世紀に入って以降の世界は「対決の政治」に支配されているように思われる。マンデラ亡きあ
との南アフリカに、いや世界に、融和や統合を体現できる政治家がふたたび登場する日がくるだ
ろうか。 
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